
 

 

【Webinar（オンラインセミナー）のご案内】 
2022 年 SWIFT CSP 対応に向けた 
SWIFT CSCF 最新情報と独立検証における 
課題・論点の整理 
 

   主催：有限責任監査法人トーマツ 
 

2015 年頃より世界中で国際送金を支えるインフラである SWIFT ネットワークを悪用した不正送金事案が発生したことを踏まえ、
SWIFT は SWIFT に加盟する金融機関および企業に対して順守することを求めるセキュリティプログラム（Customer Security 
Programme, CSP）を定めました。2017 年より主に金融機関をはじめとする企業による自己査定が開始され、2021 年より社内外
の独立した検証者による年次の独立検証が必要となっています。また、SWIFT は CSP の具体的なセキュリティ基準（Customer 
Security ControlsFramework, CSCF）を取り纏めて毎年改定・公表をしており、2021 年 7 月 1 日に「v2022」をリリースしていま
す。 
そこで、本 Webinar では、2022 年の独立検証対応に備えて、SWIFT CSP の中で示されている CSCFv2022 における変更点、

2022 年以降の評価アプローチ、2021 年独立検証を通じて識別したコントロールの不備事例を示すとともに、有限責任監査法人ト
ーマツが提供するサービスをご紹介します。 
 
 対象者 SWIFT利用部門、システム部門、コンプライアンス部門、監査部門等の責任者・ご担当者様 

 ※本 Webinar では主に SWIFT CSP 対応をすでに開始されている法人様を対象とし、SWIFT CSP に関する制度の詳細な 
 説明は省略いたします。必要に応じて個別説明をいたしますので、希望される法人様は申込時にお知らせください。 

 開催日時（視聴可能期間）  
 2021 年 10 月 19 日（火）～11 月 19 日（金） 

 開催形式 Webinar （ウェビナー：ウェブブラウザを通じてご覧いただく、オンライン型のセミナー） 
 ※申込完了後にメールにて受講方法および視聴用の URL をご案内します。 
 受講料 無料 
 申込方法 Web サイト（ https://tohmatsu.smartseminar.jp/public/seminar/view/20511 ）よりお申し込みください 

 ※本セミナー申込に際しては、株式会社シャノンのサービスを利用しています。ご回答いただく内容は、SSL暗号化通信により 
 内容の保護を図っております。お申込みは 1名様ずつのご登録が必要となります。 

 ※過去にデロイト トーマツ グループ各社のセミナーにお申し込みいただいた方、または現在当グループのメールマガジンをご購読 
 いただいている方は、ご設定済みの ID・パスワードで簡単にお申し込みいただけます。上記 Web サイトよりログイン ID／パス 
 ワードを入力して [ログイン] をクリックしてください。 
 ※同業他社や個人の方のお申込はお断りする場合がございますので、あらかじめご了承ください。 
 申込締切 2021 年 11 月 19 日（金） 17:00  
  

https://tohmatsu.smartseminar.jp/public/seminar/view/20511
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士法人およびデロイト トーマツ コーポレート ソリューション合同会社を含む）の総称です。デロイト トーマツ グループは、日本で最大級のビジネスプロフェッショナルグループのひと
つであり、各法人がそれぞれの適用法令に従い、監査・保証業務、リスクアドバイザリー、コンサルティング、ファイナンシャルアドバイザリー、税務、法務等を提供しています。また、
国内約 30 都市以上に 1 万名を超える専門家を擁し、多国籍企業や主要な日本企業をクライアントとしています。詳細はデロイト トーマツ グループ Web サイト
（ www.deloitte.com/jp ）をご覧ください。 
 
Deloitte（デロイト）とは、デロイト トウシュ トーマツ リミテッド（“DTTL”）、そのグローバルネットワーク組織を構成するメンバーファームおよびそれらの関係法人（総称して“デロ
イトネットワーク”）のひとつまたは複数を指します。DTTL（または“Deloitte Global”）ならびに各メンバーファームおよび関係法人はそれぞれ法的に独立した別個の組織体であ
り、第三者に関して相互に義務を課しまたは拘束させることはありません。DTTLおよび DTTLの各メンバーファームならびに関係法人は、自らの作為および不作為についてのみ責
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 講演内容 

テーマ 時間 講師 

SWIFT CSCF v2022 に関する最新情報 
～v2021 からの変更点と 2022 年の評価アプローチ～ 

15 分 

有限責任監査法人トーマツ 
リスクアドバイザリー事業本部 
マネジャー 
中島 英之 独立検証における課題・論点 

～検証のポイント、コントロール不備の事例等～ 

25 分 

※講演テーマ・講師は変更となる場合がございます。予めご了承ください。 

 

 問い合わせ先  

有限責任監査法人トーマツ セミナー事務局  

email：ra-seminar@tohmatsu.co.jp   

TEL：03-6213-1515 

※Web よりお申し込みができない場合は、セミナー事務局までご連絡ください。  
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